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グローカル人材PBL
プロジェクトミッション

『株式会社JTB西日本様へ 新しいツアー企画を提案』
株式会社JTB西日本さんに新しい旅行ツアーを企画・提案するProjectです。

受講生は２つのグループに分かれ、「新しいツアー企画」の提案に取り組
みました。教員はアドバイザーとしての立ち位置にあり、SAやグローカル
人材開発センタースタッフのサポートを受け、学生が自主的に取り組む、
高次レベルのアクティブラーニングである。

新しい”しゅうがく旅行”のスタイル提案
～京都がつながりを感じられる場所であってほしい～

2つの提案

①―新しい修学旅行―

⇒京都の新しい修学旅行の提案
②―新しいインバウンドツアー（外国人観光客）―

⇒外国人観光客に対しての新しいツアーの提案

古都・京都にはじまるバイクツアー
～日本《最》発見！～

■企画を立ち上げるにあたって
①多様なニーズに応える新しい顧客層の開拓へ
②外国人観光客の日本のツアーに対する声
（ヒアリング調査）
③京都の交通不便から発案

■海外インバウンド班 ～活動報告～
【主な活動】
企業へのメール調査 （海外の旅行業者:2社 バイクレンタル会社：1社）

訪問・フィールドワーク
団体、企業を訪問（京都市観光協会、阪急ホテル）
京都府北部の観光資源を調査
外国人観光客ニーズ調査（アンケートの実施）

■外国人観光客ニーズ調査
目的：外国人にとって日本観光に必要な要素、バイクツアーに必要な要素を割り出す

実施日：１１月中旬の２日間

実施場所：京都駅周辺 (許可取得済)

実施人数：５人 (田中、越後、佐藤、
吉田、松見)

アンケート対象：道ゆく外国人観光客

回答者数：７２人

実際に使用したアンケート→

株式会社JTB西日本様へプレゼン

■実施日
２０１３年１０月３１日
第1回 中間プレゼンテーション

２０１４年 ２月１７日
第2回 最終プレゼンテーション

■内容：「新しい修学旅行」
「外国人インバウンドツアー（バイクツアー）」

各班による企画のプレゼンテーション

グローカル人材PBLを
受講して

① チームにおける自分の役割を果たす
⇒チームワーク！！！

② 学生と企業人の違い
⇒常に実現可能性を求める
⇒０から作る大変さ

最終プレゼンを終えて
＊アイディアだけでは成立しない、
ビジネスの厳しさを痛感

＊根拠、裏付け、ニーズをどう組み込
めばより説得力が増すか？

＊足を使って集めた調査データの強さ
＊プレゼンテーション能力の必要性
＊実現可能性を高めるコスト計算

→ ①ニーズ ②ターゲット ③コスト計算 が重要

バイクツアールート

■企画を立ち上げるにあたって
①修学旅行のトレンド⇒体験型学習、グループ行動
②顧客ニーズ ⇒教員：学びとなる旅行

生徒：楽しい旅行

③京都で行う意義 ⇒大学、ハイテク・伝統産業

■修学旅行班 ～活動報告～
【主な活動】
フィールドワーク
企業（京都市商工会議所、サントリー、おたべ

京セラ資料館、島津製作所）
大学（京都大学、同志社大学、立命館大学）
寺社仏閣（金閣寺、清水寺）

ヒアリング調査：修学旅行生（12名）に対して

松見秀作 田中秀波美
吉田健人 越後諒一
佐藤僚祐 本田彩

北村貴央 清水聡
廣友史郎 梅田聡
大橋舞花 高橋夏美

New  Tour Innovation ~４つの“しゅうがく”とは~
拾学＝京都の歴史文化、職業体験を通じて散りばめられた“つながり”を拾い学ぶ
秀楽＝修学旅行での“つながり”を秀でて楽しむ
就学＝ワンステップ上の進路である就職、大学との“つながり”から学ぶ
集学＝京都の人々との集まりを通じて学ぶ

⇒ しゅうがく＝拾学×秀楽×就学×集学

■新しい修学旅行
●ターゲット：関東の公立中学校
●ツアー行程：２泊３日

１日目 寺社仏閣の見学（拾学・秀楽）

２日目 企業・大学訪問（就学）

３日目 留学生との異文化交流（集学）

体験学習・グループワークが最近
のトレンド！！
４つの“しゅうがく”を通して、京
都の町の文化・歴史・地域のつな
がりを体感する
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歩くまち・京都」を広め、大学生に
公共交通機関の利用を促進させるには？

京都産業大学 法学部 耳野ゼミ
伴海大介 濱山直子 藤原由依

山本裕貴 藤田夕貴 橋本浩希

１．京都の交通事情から
■四条通、嵐山、東山等で渋滞発生

交通渋滞の慢性化

スムーズに移動することが困難

環境負荷の増大

■まちづくり、観光、環境などの京都の魅力の低下

３．京都市の重要施策 「歩くまち・京都」の推進
歩くまち京都アプリ 「バス・鉄道の達人」「歩くまち・京都」とは

２．モビリティ・マネジメントとは
「かしこいクルマの使い方」を考えて実践していただくため、

環境や健康などに配慮した交通行動を、
大規模、かつ、個別的に呼びかけていく

コミュニケーション施策。①人と公共交通優先の「歩くまち・京
都」を知ってほしい！
②大学生に公共交通機関をもっと利用
してほしい！

モビリティ
マネジメント

出発地と目的地を入力するだけで、
簡単に公共交通の最適な経路や運賃、
所要時間を調べられる無料の経路検索
アプリです。

４．イベント（講演会×ワークショップ）開催
私たちが
考える提言

講演会で聞いたことをヒントに、ワークショップを通して大学生が自ら考え、一人ひとりに「気づき」を促す → 意識改革へ！

■目的
京都市職員の方の生の声を聞き、またワーク
ショップを行うことを通して、学生自身に考
えていただく機会をつくり、公共交通機関の
利用促進をする。

■日時 ４月半ば
（プレップセミナーの時間利用）

■場所 京都産業大学ラーニングコモンズ

■定員 １００人程度
（主に京都産業大学の新１回生）

■参加費 無料

タイムスケジュール（案）

09：00 ～ 09：05 開催宣言
09：05 ～ 09：40 歩くまち京都推進室からのお話
09：40 ～ 09：45 休憩
09：45 ～ 09：55 ワークショップの説明・グループ分け
09：55 ～ 10：25 ワークショップ
10：25 ～ 10：30 講評・閉会宣言

■ワークショップ内容

グループディスカッション

①「歩くまち・京都」を
広めるには？

②大学生へ公共交通機関
利用を促進するには？

⇒KJ法(ポストイット)で！■講演者

京都市都市計画局
歩くまち京都推進室

吉村仁志 様
谷垣 淳 様

特徴①

参考文献：国土交通省「モビリティ・マネジメント」交通をとりまく様々な問題の解決にむけて
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中小企業へ障がい者雇用促進を目指すために
～3者からのアプローチ提案～

２・３年次演習 高畠ゼミ所属

京都産業大学 法学部３回生 稲林大輝

京都産業大学 法学部３回生 坂本祥一

京都産業大学 法学部３回生 高崎真太郎

１．現状

厚生労働省「障害者雇用促進法」
・障がい者数 身体・知的・精神障害者数は約788万人
・その内18歳以上65歳未満の在宅者は約324万人

・法律の改正により、平成25年4月1日 法定雇用率が2.0%に引き上げ。
・「特例子会社」制度

・「障害者雇用納付金」制度

・雇用障害者数、実雇用率ともに過去最高を更新

・実雇用率1.76％ 法定雇用率達成企業の割合は42.7％（全国）

２．障がい者雇用のデータ解析

３．インタビュー

４．障がい者雇用促進のための３方向からのアプローチ

• 大企業の障がい者雇用は進んでいる。
(特例子会社制度の利用)

• 中小企業はまだまだ進んでいない。
(京都府は全国平均よりは高い。)

・法定雇用率未達成企業のうち、

障がい者雇用ゼロ人企業が 6 割以上、
そのうち300人未満の中小企業がほとんど。

つまり、中小企業への障がい者雇用を促進させる必要がある

総合就業支援室 参事

野口礼子様

【「京都府」の取組について】

• 企業訪問活動による啓発
• はあとふる企業認証制度
• ステップアップ事業などによる研修
• GUIDEBOOKの配布
• ジョブサポーター養成・派遣
• 企業実習制度 等

取締役部長 青木剛様

①障がい者の人たちを雇おうとしたきっかけ
→単純作業(カット野菜の仕事に適しているから)

②雇った際、苦労したことはありますか
・・またそれはどのようなことでしょうか？
→仕事の取組みが雑なこと

③雇った際、良かったことはありますか
・・またそれはどのようなことでしょうか？
→単純作業に有利であること、障がい者の方には
大きな声で挨拶してくれる人もいる(社員教育)

④新たな制度作り・要望といった御社が今求めていることはありますか・・・
→障がい者の方が扱える設備設置における助成金

さらに他の企業も続く実際に雇用している
企業に助成強化

能率の良い機械・
設備が導入

新規企業は
オーダーメイドの
アドバイスを受ける

適確なマッチング

家族への
周知・理解

障がい者の
職業訓練の
増加

行政

中小企業

障がい者とその家族

障がい者雇用UP
生産性UP

法定雇用率UP
経営状態が良くなる

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

• 補助金は体力のある大企業にまわりやすく、中小企業の手元に残らない。
→中小企業への助成金を増やす

• 現場の声を反映した政策を進める。
• 書類を見て決めるのではなく、まずは現場まで足を運んでから決める
• 各企業に合ったオーダーメイドのアドバイスをする
• 学校や支援センターで人間力を高めるための職業教育訓練をする必要がある
• ハートフル認証制度の普及(経済団体やハローワークへの投げかけ)

• 障がい者への能力・特性を理解すること
• 自社の仕事に合った障害の種別を見極め、マッチングさせる。
• 障がい者雇用の際、社内に現場のキーパーソンを作ること
• 障がい者を支える相談相手や業務連携などのネットワークの必要性
• 障がいや取組事例・法令に関する知識を集めること

• テクニカルスキル・コミュニケーション能力の習得
• 自分に適した仕事を研究する
• 家族が障がい者に対して社会の常識・職業訓練の存在を伝えること
• 社会人としての意識を持つこと
• 元気に明るく挨拶し、社会人としての基礎を磨く

行政 中小企業 障がい者・家族

株式会社松井商店様へのインタビュー京都ジョブパークへのインタビュー

行
政

中小
企業

障がい者・
その家族

24
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